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１．概要（Summary）： 
スピンが分極している強磁性金属（ハーフメタル）

La0.7Sr0.3MnO3 (LSMO)と超伝導体YBa2Cu3O7-x 
(YBCO)の積層膜を成膜し、AFMプローブで引っ掻く

こと（AFMスクラッチ加工）によってラテラル構造

の超伝導(S）/ハーフメタル(HF）/超伝導の接合を作

製した。我々はこのS/HF/Sの接合で超伝導臨界電流の

温度依存性、I-V測定による微分コンダクタンスの測

定から、ハーフメタル中でCooper対のスピンがどのよ

うに結合しているのかを明らかにすることを目標と

している。今回はダイアモンド加工されたAFMプロ

ーブを微細加工に用い、YBCOの一部分を削ることに

より、LSMOのYBCOスリット幅が30nmの接合を作

製することができた。 

２．実験（Experimental）： 
【利用した主な装置】 
1. レーザー露光装置 
2. 走査電子顕微鏡 
【実験方法】 

SrTiO3基板の上にPLDでLSMOとYBCO、Auを順

に蒸着させた試料を用意。レジストAZ5214Eを用いて

レーザー露光、現像、Ar millingを行い、幅2µm×長

さ6µmの部分を作製した。その後、AFMプローブの

針先で何度か引っ掻き、YBCOの一部分を取り除くよ

うにしてYBCO/LSMO/YBCO接合を作製した（図1左
上）。 

３．結果と考察（Results and Discussion）： 
図1の右上に示したのがAFMスクラッチ加工を2回

行った後のAFM像である。AFM像の赤い線上のプロ

ファイルを図1の中段および下段に示した。この結果

から、YBCOが除去されており、プロファイルから30 
nmのスリット幅を作製することができた。しかしな

がら、YBCOの劣化により、超伝導電流を観測するこ

とはできなかった。 

４．その他・特記事項（Others）： 
なし 
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６．関連特許（Patent）： 
なし 

 
 

 
図 1 YBCO/LSMO/YBCOの概略図と AFM像 

 


